
 

 

 

 

 

 

 

  高分子材料の解析 

  ＰＥＴの配向解析 
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＰＥＴの極点測定では、近接線の影響でバックグランド測定は難しい。 

  実測したバックグランドを使用しないで、各α毎に極点図の最小値をバックグランドとして 

  採用し６個の極点図解析からＥｒｒｏｒ評価を行い解析に使える４個の極点図にしぼり 

  解析を行い、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを得ました。 

  ｛ｈｋ０｝＜００１＞方位が５９％と計算されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１７年１０月１４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 
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概要 

  前回、ＰＥＴのｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成した。このｄｅｆｏｃｕｓ曲線を使ったＰＥＴの 

 ５倍延伸材の配向解析を紹介します。 

 

測定 

 ゴニオメータ １８５ｍｍ 

 ＤＳ：１／３ｄｅｇ 

 ＳＳ，ＲＳ：１ｍｍ 

 ４０ｋＶ－４０ｍＡ 

 α、β測定間隔 ５ｄｅｇ ｓｐｅｅｄ：６０ｄｅｇ／ｍｉｎ 

 吸収（ｕｔ）：0.067673（実測値） 

 

測定データ 

 

極点処理（バックグランド(α毎に極点図の最小値）、吸収、ｄｅｆｏｃｕｓ） 

 

処理結果 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ解析を行って極点図のＥｒｒｏｒをチェックする。 

 

 

再計算極点図 

 

Ｅｒｒｏｒ評価 

 

｛００３｝、｛１００｝の挙動不良のため、この極点図を評価から外す。 



{0-11},{-111},{-110},{010}極点図から計算 

 

入力極点図と再計算極点図比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｏｎを求める｛ｈｋ０｝＜００１＞方位が存在する 

 

ＲＤ方向の＜００１＞の広がりは｛００１｝極点図で確認 

 

 

 

 

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ ５９％を得る。 


